
調布都市計画地区計画の変更（調布市決定） 
 都市計画仙川駅周辺地区地区計画を次のように変更する。 

 名 称 仙川駅周辺地区地区計画 
 位 置※ 調布市仙川町一丁目，仙川町二丁目及び仙川町三丁目並びに若葉町二丁目各地内 
 面 積※ 約１８．６ｈａ 

地区計画の目標 

本地区における土地区画整理事業及び都市計画道路３･４･１７号線の整備に併せ，周辺環境との調和を図りつつ，魅力ある商業施設･
業務施設や，ゆとりある生活空間を実現する良好な都市型住宅や生活に潤いを持たせる芸術・文化・コミュニティ施設の立地を誘導する
とともに，道路，公園等の都市基盤施設を整備し安全で潤いのあるまちづくりを進める。 
商店街地区については，通りの幅員を確保し，建築物のイメージを共有することにより，個性的で魅力的な街並みを創造する。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の方針 

区域を次のように区分し，各々の地区の特性に応じた土地利用の方針を定める。 
商業・業務Ａ・Ｂ地区 
商 業・業務Ｃ・Ｄ地区 
商 業 ・ 業 務 Ｅ 地 区 

 
複 合 施 設 Ａ ・ Ｂ 地 区 
中 高 層 住 宅 地 区 

 
芸 術 文 化 地 区 

 
商 店 街 地 区 

 
そ の 他 の 方 針 地 区 

――― 
――― 
――― 
 
――― 
――― 
 
――― 
 
――― 
 
――― 

隣接する既存商店街との回遊性に配慮した商業・業務施設の立地を図る。 
既存商業地との回遊性に配慮するとともに，周辺環境に配慮した商業・業務施設の立地を図る。 
仙川駅，駐輪場等の公共施設との回遊性に配慮し，駅近傍の地区特性を活かした商業・業務施設
の立地を図る。 
土地の有効利用を図りながら，周辺環境に配慮した複合施設地区として整備する。 
駅近傍の地区特性を活かし，良好な都市型住宅と魅力ある商業・業務施設が調和した秩序ある
市街地形成を図る。 
駅近傍の地区特性を活かし，良好な都市型住宅と魅力ある商業・業務施設が調和した秩序ある
市街地形成を図るとともに，芸術・文化・コミュニティ施設を誘導する。 
賑わいのある商業環境を形成するため，通りに面した建築物の１階部分には，店舗，飲食店など
の立地を誘導する。 
地区の特性に応じた良好な土地利用を誘導し，住居・商業・業務施設が複合する市街地の整備を
図る。 

地区施設の 
整備の方針 

土地区画整理事業及びこれに関連する事業により道路，公園，緑地を整備し，その適切な維持・保全を図る。 
商店街通りを地区施設に位置付け，歩行者中心の道路として整備を行い，その適切な維持・保全を図る。 
商業・業務Ｂ地区については，既存道路等を地区施設として位置付け，地区内の適切な土地利用を誘導する。 
商業・業務Ｄ地区には，以下を公共空地として確保するものとし，地区施設として位置付ける。 
・都道 118号線沿いの「たまり空間」，都道 114号線沿いのバス停留所広場及びこれらを結ぶ歩行者空間を確保する。 
・周辺環境に配慮するため，隣接する複合施設A地区との間に，緑を基本とした空間を確保する。 
商業・業務Ｅ地区については，歩行者・自転車の安全に配慮した道路及び公共空地を確保するものとし，地区施設として位置付ける。 

建築物等の 
整備の方針 

建築物等の整備方針を次のように定める。  
１ 商業・業務Ａ・D・E 地区，複合施設Ａ・Ｂ地区，中高層住宅地区及び芸術文化地区においては，土地の合理的かつ     
健全な高度利用を図るため，公共施設の整備状況や区域の特性に応じた容積率の最高限度を定める。  
２ 商業・業務Ａ・Ｂ・E 地区，複合施設Ａ・Ｂ地区，中高層住宅地区及び芸術文化地区においては，宅地の細分化による
過少宅地の発生を防止するため，敷地面積の最低限度を定めるとともに，良好な都市景観の創出や防災性の向上を図るため，
垣又はさくの構造の制限を定める。  



  

３ 商業・業務Ａ・Ｂ・E 地区では，魅力ある商業地の形成や快適な歩行者空間を創出するため，建築物等の用途の制限，
建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限，壁面の位置の制限を定める。  
４ 複合施設Ａ地区及び複合施設Ｂ地区では，周辺環境に配慮した潤いのある地区を形成するため，建築物等の用途の制限，
建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限，壁面の位置の制限を定める。  
５ 中高層住宅地区では，良好な住宅市街地を形成するため，建築物の用途の制限，建築物等の形態又は色彩その他の意匠
の制限，壁面の位置の制限を定める。  
６ 芸術文化地区では，良好な住宅市街地を形成し，芸術文化活動にふさわしい環境を創造するため，建築物の用途の制限，
建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限，壁面の位置の制限を定める。  
７ 商店街地区では，魅力ある商業地を形成するため，建築物等の用途の制限，建築物等の形態又は色彩その他の意匠の   
制限を定める。また，歩いて買い物が楽しめる商店街として，商店街通りに面した建築物の１階部分は店舗が連続するよう，
用途の制限を行う。  
さらに，商店街通りに接した敷地の建築物は，連続性のある街並みを誘導するため，容積率の最高限度，敷地面積の    
最低限度，建物等の高さの最高限度，壁面の位置の制限及び工作物の設置の制限を一体的に定め，これにより前面道路    
幅員による容積率制限と道路斜線制限を緩和する。  
８ 商業・業務Ｃ・Ｄ地区では，周辺環境に配慮しつつ商業・業務地区にふさわしい魅力ある商業地を形成するため，建築物等
の用途の制限，建築物の敷地面積の最低限度，建築物の高さの最高限度，建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限   
及びかき・さくの構造の制限を定める。また，隣接敷地等に配慮するとともに快適な歩行者空間を創出するため，壁面の
位置の制限を定める。（ただし，商業・業務Ｃ地区については建築物の高さの最高限度を除く。）  

地

区
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画 

位 置 調布市仙川町一丁目，仙川町二丁目及び仙川町三丁目並びに若葉町二丁目各地内 
面 積 約１４．３ｈａ 

地

区

施

設

の

配

置

及

び

規

模 

種  類 名    称 幅    員 延    長 備    考 

道  路 

  区画道路１号※ 
  区画道路２号 
  区画道路３号 
  区画道路４号※ 
  区画道路５号 
  区画道路６号 
  区画道路７号※ 
  区画道路８号 
  区画道路９号※ 
  区画道路１０号 
  区画道路１１号 
  区画道路１２号 
  区画道路１３号 
  区画道路１４号 
  区画道路１５号 
  歩行者優先道路１号 
  歩行者優先道路２号 

８．０ｍ 
６．０ｍ 
６．０ｍ 
８．０ｍ 
６．０ｍ 
６．０ｍ 
８．０ｍ 
６．０ｍ 
８．０ｍ 
４．０ｍ 
６．０ｍ 
５．０ｍ 
６．０ｍ 
６．０ｍ 
４．０ｍ 
５．０ｍ 
５．０ｍ 

約 ４７０ｍ 
約 ２００ｍ 
約  ３０ｍ 
約  ９０ｍ 
約  ６０ｍ 
約 １４０ｍ 
約  ７０ｍ 
約  ６０ｍ 
約 １４０ｍ 
約 ４００ｍ 
約 １４０ｍ 
約  ９０ｍ 
約 １３０ｍ 
約  ９０ｍ 
約  ４０ｍ 
約 １３０ｍ 
約 １００ｍ 

 



 

 

 

種  類 名    称 面       積 備    考 
道  路 交 通 広 場 約 ２,１００㎡  
公  園 街 区 公 園 約  ７２０㎡  

緑  地 
緑 地 １ 号 約 １,５８０㎡  
緑 地 ２ 号 約  ８３０㎡  

その他の 
公共空地 

公共空地１号 約 １，４７０㎡ 歩道状空地を確保する。 
公共空地２号 約  ６４０㎡ できる限り緑化を図る。 
公共空地３号 約  ８１０㎡ 歩道状空地を確保する。 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

区
分 

名 称 商業・業務Ａ地区 商業・業務Ｂ地区 商業・業務Ｃ地区 商業・業務Ｄ地区 商業・業務Ｅ地区 
面 積 約３．７ｈａ 約０．５ｈａ 約０．３ｈａ 約２．３ｈａ 約１．６ｈａ 

建築物等の用途の制限※ 

次に掲げる建築物は建築してはならない。 
(１) 勝馬投票券発売所及び場外車券売場その他これらに類するもの 
(２) 工場（自家販売のために食品製造業を営むもの及び自動車販売業その他これらに類するサービス業を営む店舗に附
属するものを除く。） 
(３) 倉庫業を営む倉庫 
(４) 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１項第２号から５号までに掲げる「風俗営業」を   
営む建築物 
(５) １階を居住の用に供するもの（居住の用
に供する玄関，階段等は，この限りでない。） 

(５) 都道118号に面
する建築物の１
階を居住の用に
供するもの（居
住の用に供する
玄関，階段等は，
この限りでな
い。） 

(５) ２階以下の部
分を居住の用
に供するもの
（居住の用に
供する玄関，階
段等は，この限
りでない。） 

(５) 都市計画道路３・４・
１号（甲州街道），都市
計画道路３・４・１７号，
区画道路１号及び区画
道路２号に面する建築
物の１階を居住の用に
供するもの（居住の用に
供する玄関，階段等は，
この限りでない。） 



 

 

建
築
物
の
容
積
率
の
最
高
限
度
※ 

当該地区整備計画
の区域の特性に応じ
た 容積率の最高限
度※ 

３０／１０ ―― ―― ３０／１０ ３０／１０ 

公共施設の整備状況
に応じた容積率の最
高限度※ 

２０／１０ ―― ―― ２０／１０ 

都市計画道路３・４・１
号（甲州街道）からの距離が
３０ｍの範囲及び都市計画道
路３・４・１７号からの距離
が２０ｍの範囲 
２０／１０ 
上記以外の範囲 
１０／１０ 

建築物の敷地面積の最低
限度 

２５０㎡ 

１６５㎡ 
ただし，本規定が告示された日に現に存す
る敷地の面積が１６５㎡未満の場合は，その
面積を敷地面積の最低限度とする。 

１５００㎡ 

２５０㎡ 
 ただし，本規定が告示され
た日に現に存する敷地の面
積が２５０㎡未満の場合は，
その面積を敷地面積の最低
限度とする。 

壁面の位置の制限 

１号壁面線として計画図に表示する部分においては，建築物の外壁又はこれに代わる柱等の面から道路境界線までの  
距離を２ｍ以上とし，歩道状空地を設けなければならない。 
３号壁面線として計画図に表示する部分においては，建築物の外壁又はこれに代わる柱等の面から建築敷地境界線まで
の距離を４ｍ以上とし，２ｍ以上の歩道状空地を設けなければならない。 
４号壁面線として計画図に表示する部分においては，建築物の外壁又はこれに代わる柱等の面から建築敷地境界線まで
の距離を４ｍ以上としなければならない。 
５号壁面線として計画図に表示する部分においては，建築物の外壁又はこれに代わる柱等の面から道路境界線までの  
距離を７ｍ以上としなければならない。 

建築物の高さの最高限度 ―― ３１ｍ ―― 

建築物等の形態又は色彩
その他の意匠の制限 

１ 屋外広告物を設置する場合は，地区の景観・風致などを良好に維持できる色彩・構造のものとするとともに，腐朽し，
腐食し，又は破損しやすい材料を使用しない。 
２ 駐車場を設ける場合は，周辺環境に十分配慮し，適切な配置を行うとともに，遮音壁や遮光壁の設置等の適切な処置
を行う。 

垣又はさくの構造の制限 

道路に面して設置する垣又はさくは，安全で快適な歩行者空間を生み出すよう，次の各号によるものとする。 
(１) 生垣又は透視可能なフェンス等とする。ただし，その基礎で地盤面からの髙さが６０センチメートル以下のもの   
又は門柱にあっては，この限りでない。 
(２) 敷地内は，できる限り緑化を進め良好な環境づくりを図る。 

土地の利用に関する事項 ――――――― 
緑豊かな街並みを形成するため，できる限り既存の樹木等を活かしつつ，可能な限り屋上，   
テラス，ベランダ等の緑化に努め，緑被率を向上させるものとする。 



 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

区
分 

名 称 複合施設Ａ地区 複合施設Ｂ地区 中高層住宅地区 芸術文化地区 
面 積 約１．３ｈａ 約０．４ｈａ 約０．４ｈａ 約０．７ｈａ 

建築物等の用途の制限※ 

次に掲げる建築物は建築してはならない。 
(１) １階を居住の用に供するもの（居住の用に供
する玄関，階段等は，この限りでない。） 
(２) 勝馬投票券発売所及び場外車券売場その他
これらに類するもの 
(３) 工場（自家販売のために食品製造業を営むも
の及び自動車販売業その他これらに類するサー
ビス業を営む店舗に附属するものを除く。） 

次に掲げる建築物
は建築してはならな
い。 
(１) 自動車洗車場 
(２) ガソリンスタ
ンド（天然ガス
等を取り扱うも
のを含む。） 
 

次に掲げる建築物は建築してはならない。 
(１) 建築基準法第48条第4項に規定する第
二種中高層住居専用地域において建築し
てはならない建築物。ただし，用途が劇
場，演劇場又は観覧場のうち客席の部分
の床面積が２００㎡未満のものは，この
限りでない。 
(２) 自動車洗車場 
(３) ガソリンスタンド（天然ガス等を取り
扱うものを含む。） 

建
築
物
の
容
積
率
の 

最
高
限
度
※ 

当該地区整備計画
の区域の特性に応じ
た容積率の最高限度
※ 

２０／１０ 
ただし，都道１１８号からの 
距離が２０ｍの範囲内においては
この制限は適用しない。 

２０／１０ 
２０／１０ 

ただし，都市計画道路３・４・１７号からの距離が２０ｍの範囲
内においてはこの制限を適用しない。 

公共施設の整備状況
に応じた容積率の最
高限度※ 

８／１０ 
ただし，都道１１８号からの 
距離が２０ｍの範囲内においては
この制限は適用しない。 

８／１０ 
８／１０ 

ただし，都市計画道路３・４・１７号からの距離が２０ｍの範囲
内においてはこの制限を適用しない。 

建築物の敷地面積の最低
限度 

１５００㎡ １０００㎡ １６５㎡ 

壁面の位置の制限 
１号壁面線として計画図に表示する部分においては，建築物の外壁又はこれに代わる柱等の面から道路境界線までの  
距離を２ｍ以上とし，歩道状空地を設けなければならない。 

建築物の高さの最高限度 ―――― １２ｍ ―――― 

建築物等の形態又は色彩
その他の意匠の制限 

１ 屋外広告物を設置する場合は，地区の景観・風致などを良好に維持できる色彩・構造のものとするとともに，腐朽し，
腐食し，又は破損しやすい材料を使用しない。 
２ 駐車場を設ける場合は，周辺環境に十分配慮し，適切な配置を行うとともに，遮音壁や遮光壁の設置等の適切な処置
を行う。 

垣又はさくの構造の制限 

道路に面して設置する垣又はさくは，安全で快適な歩行者空間を生み出すよう，次の各号によるものとする。 
(１) 生垣又は透視可能なフェンス等とする。ただし，その基礎で地盤面からの髙さが６０センチメートル以下のもの   
又は門柱にあっては，この限りでない。 
(２) 敷地内は，できる限り緑化を進め良好な環境づくりを図る。 
 

土地の利用に関する事項 ――――――― 



 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

区
分 

名 称 商店街地区 
面 積 約３.１ｈａ 

建築物等の用途の制限※ 

次に掲げる建築物は建築してはならない。 
１ 商店街通りに面する建築物の１階部分を居住の用に供するもの（居住の用に供する玄関，階段等は，この限りでない。） 
２ 勝馬投票券発売所及び場外車券売場その他これらに類するもの 
３ 工場（自家販売のために食品製造業を営むもの及び自動車販売業その他これらに類するサービス業を営む店舗に附属
するものを除く。） 
４ 倉庫業を営む倉庫 
５ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第５項に規定するもの 

建築物の容積率の 
最高限度※ 

用途地域に関する都市計画において定められた数値 

建築物の敷地面積の 
最低限度 

５０㎡ 
ただし，本規定が告示された日に現に存する敷地の面積が５０㎡未満の場合は，その面積を敷地面積の最低限度とする。 

壁面の位置の制限 
２号壁面線として図に示す部分においては，建築物の外壁又はこれに代わる柱等の面から道路境界線までの距離を   
０．５ｍ以上としなければならない。（なお，道路境界線とは，道路中心線からの水平距離が２ｍの線をいう。以下同じ。） 

建築物の高さの最高限度 

１８ｍ 
ただし，甲州街道に接する敷地を除いた商店街通りに面する建築物にのみ適用する。また，甲州街道に接する敷地を   
除き，商店街通りの道路境界線からの距離が３．５ｍ以内の区域については， 

１１ｍ 
とする。 
なお，階段室，昇降機塔その他これらに類する建築物の屋上部分の水平投影面積の合計が当該建築物の建築面積の   
１／８以内の場合においては，その部分の高さは，５ｍまでは当該建築物の高さに算入しない。 

工作物の設置の制限 
壁面の位置の制限を行った限度の線と道路境界線との間の土地の区域の高さ４ｍ以下の部分には，塀，柵，門，看板等
の交通の妨げとなる工作物を設置してはならない。 

建築物等の形態又は色彩
その他の意匠の制限 

ハーモニータウンにふさわしい街並み景観を考慮した意匠とする。 
建築物の外壁，屋根その他屋外から見ることのできる部分の色は，白，茶及びグレーを基調とした，落ち着いた色調と
する。 
屋外広告物は，自己の用に供するもののみとし，その設置方法は次のとおりとする。 
１ 屋上広告物は，建築物の高さの最高限度を越えて設置してはならない。 
２ 屋上広告物は，建築物の外周壁面の直上垂直面から突出して設置してはならない。 
３ 建築物から突出する広告物は，敷地内に設置する。 
４ 色彩は，建築物との調和に配慮し，落ち着いた色調のものとする。 

土地の利用に関する事項 ――――――― 

※は知事協議事項 

「区域，地区の区分は計画図表示のとおり」 

理由：風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の改正に伴い，本案のとおり地区計画を変更する。 








